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1 はじめに

　阪神 ・淡路 大 震災 は、日本 の行政 に大きな衝撃を与えた 。

以来、全国で 地域防災計画の 抜本的 な見直 しが進め られ てい

る 。 例え ば 神戸 市 で は、地 震 編 ・風 水害編 の
一

層 の 充実 に加

えて 新た に大規模事故対策が策定 され 、 計画 の 総合化 が進ん

で い る 。 これ に伴 い 、計画 自体の 分 量も膨大 とな り複雑性は

増 して い る 。 本年度 の 改訂で も明 らか なよ うに 、 改訂 の た び

に 計画の 分量 は着実に増 加 して い る 。 こ れは、震災 の 経験 を

余す こ と な く吸収し、過ちを繰 り返す こ となく将来 の 被害を

最小限 に食い 止め よ うとす る、不断の 努力の 成果 とも言 え る。

　しか し実際 に こ の 計画 を運 用 す る場 面 を想 像 す る と、一
刻

を 争 う緊急時 で あり、か つ 多数の 要件が 待 っ た な し に 押 し寄

せて お り、さらに 使用者は普段よ りはる か に疲労 して い るは

ずで ある 。 こ の ような状況下 で は、計画の 分量 の 増加 や 見か

け の複雑さは む しろ マ イナ ス 要因 と言えよ う。
こ の 問 題 は単

に神戸 市固有の 問題 で は な く、熱心 に防災に 取り組 む 自治体

す べ て に 共 通 す る問 題 点で もあ る 。 そ こ で 必要 とな る の は、

膨大な量の 内容か ら、必 要 な箇 所 を使 用 者が 素早 く把握で き

る方法の確立 であ る 。 こ の 問題点を解決 しない 限 り 、 計画を

充実したとして も、それ を内容 の 通 りに実行す るの は 難 しい 。

　 こ の 問題 に対す る ア ブロ ー一　＋ と して 、内容面の 改善 と使用

面 で の 改善 とが 考 え られ る 。 内容面 の 改 善 と して は 、策定作

業 の シ ス テ ム 化や、工SO9000 流の 防災業務 に 対 して 組織サー

ビス の 品質保証の 考 え方 を適用す る こ と、業務フ ロ ーの 作成

などが行 われ て い る［1］。 こ れ に 対 し使用面で の 改善 と して は、

コ ン ピ ュ
F 一タ を使 っ た電子文轡 を利用す る方法が模索 され て

い る 。 近 年の 世 界的な イ ン ターネッ トの 浸透 と共 に 、
ハ イパ

一テ キス トとい う手法が B常化 され、これ を防 災計 画 に取 り

入れ た試み が既 に い くつ か作られはじめて い る 。 しか し現時

点で は まだ実用性に 足 る シス テム に は なっ て い ない 。 こ れは、

電子文誉の 特性をと らえきれて い ない こ とに起 因 して い る。

　そ こ で 本研究で は 、1＞電 子 文書 と紙文晋 の 本質的 な特性

の 違 い を 明確 に し、2）電子文 轡 の 特 性 を活 か した マ ニ ュ ア

ル の あ り方を具 体例 と と もに 提案 し、3｝電子文書の 導入 方

法を具体例 とと もに 提案す る。

2 電子文曾 と紙文書の特性 の比 較

　電子 文轡 の 特性をはっ きりとら える こ とが 重要で あ る と述

べ た。 しかし電子文睿 とい っ て も、たん に文章をペ タ打ち し

た テ キ ス トフ ァ イル で は、実用上の 長所は 加工 が しやすい ・

複 製 を作 りや すい ・携帯性が 良い な どの 基本 的 な もの の み で 、

読み やす さとい う面 で は紙文 書 よ りも劣 っ て い る 。 そ こ で 電

子文轡の 長所をより追求す る こ と を考える と．コ ン ピ ュ
ータ

上 で しか実現で きない 様 々 な機能を文雷に付与 し、実用性を

向上 させ るこ とが で きる とい うこ とが 挙げ られ る。つ ま り、

どの よ うな機能 を文轡 に 付 与 すれ ば、紙 文睿の 短所を補 い 、

よ り爽用的 な もの に な るの か が 問題 で あ る 。 そ こ で まず 紙文

轡の 短所につ い て検討 し、その 短所 を補うよ うな機能につ い

て 検討 して い く。

　まず 紙文晋 の 短所 で ある が、例え ば現在 の 紙文轡 ベ ース の

地域 防災計画 に関 して、1）文章 間の 関係が 見え に くい 、2）記

述 の 精粗の 不続
一、3）業務 フ ロ ー

の 欠如、4》検索性の 欠如、

5）更新性 の 欠如、6｝言葉の 曖昧性 の 問題が指摘されて い る

【2］。こ れ らの うち 2）3）は 紙文替の 短所 とい う よ りも防災計
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画の 内容面で の 短所で あり、電子化す る こ とに よっ て 補える

もの で は ない
。 なぜ なら、2）記述の 精粗 の 不統一、や 3）業務

フ ロ ーの 欠如は 、 業務その もの の 問題 で あっ て 文書形態の問
題 で は ない か らで あ る 。 しか し、 残 りの 短所 に つ い て は電子
化 し機能を付与する こ と に よ っ て 補 うこ とが で きる 。 こ の よ

うな機能を付加す る方向牲 として 2 つ の 候補が あ げ られ る，

す なわ ち，ある文沓 と別の 文轡 をリ ン クで 結 ん だハ イパ ーテ

キス トを含む ブ ラ ウザ用文替 と 、 文中の 構成要紊間の 関係（リ

レーシ ョ ン）を別 の 表として くくり出す リ レーシ ョ ナル ・デ
ー

タ ペ ース で ある。

　そ こ で 以 下 に、こ の 2 種類の 電子 文書 と紙 文宙 の 比 較 を、
次に挙げ る 7 つ の 特性に つ い て 検討す る 。 なお、こ の うち 4
つ は先の地域防災計画の 問題点から取 り上げ、最初の 1》文

書間の 関係が見え に くい 、 につ い て は コ ン ピュ
ー

タの 機能と

して動的変化とい う言葉 をあ て た 。 そ の 他 、
コ ン ピュ

ータを

利用す る 上 で 考慮すべ き点 と して、色彩利用 と概観性 と汎用

性 を加 えた。

検索性

　紙文書で は 、 特定の 語句で検索するこ とは難しい 。 ブ ラ ウ

ザ用 の電子文書で は ソ
ー

ス フ ァ イル に 対して検索をする こ と

がで きるが 、
ソース フ ァ イル が複数ある場合は 検索に 引っ か

か っ たもの をひ とつ ひ とつ 見て い か な けれ ば ならず、それに

か か る労力は 大きい 。 こ れ らに 対 しリ レーシ ョ ナ ル ・デ ータ

ベ ー
ス で は、検索 に 引 っ かか っ た もの を

一
覧 と して 表示 させ

る こ とが で きるの で、使用者 の望む記述を見つ ける の に適し

て おり、検索性が高い と言える。

更新 性

　紙文雷 の 変更
・
更新 は全て 手作栗で や らねばな らな い

。 ブ

ラ ウ ザ 用の 電子文轡で は、特定の 語句 の 置換 な ど は 手軽 に で

きるが 、それ 以上 の こ とは 手作業に なる 。 こ れ に対 し リ レー

シ ョ ナル ・データベ ース で は、語句の置換は よ り手軽 に なり、
入力す る文 もある 程度決まっ て い て そ の 中か ら選ぶ こ とで 更

新で き るの で、，更新性 が 高い と言える 。

動的変化

　ブ ラ ウザ 用の電子文書は 、 表示内容 を利用者の 要求（特定箇

所をク リ ッ ク する 等）に応 じて 変化 させ る こ とがで きる 。
つ ま

り、表示内容の 動的変化が 可能で ある 。
こ れ に対 し、 リ レー

シ ョ ナ ル ・デ
ータペ ー

ス や 紙文轡 の 表示内容は 、変 化 させ る

こ とので きな い 静的な もの であ る 。

色彩利用

　電子文書 は 色彩を使うコ ス トが低い た め 、 モ ノ クロ を原則

とす る紙文書 に 比 べ て 、色を用 い た伝達が 可 能となる 。 その

ため、同 じ大 きさの 領域を使 っ て 紙文書 よ りも多 くの 情報を

利用者に提示す る こ とがで きる。

概観性

　電子文群で は 主 と して 画面の 制約上か ら一度 に提 示 す る こ

との で きる情報量が 限 られ て い る 。 そ の た め 、利用者か ら 当

該画面へ の 適切な要求がなされない と適切 な情報 を提示す る

こ と がで き ない 。こ れ に対 し紙文書は、電子文轡 よ りも提示

可能な情報量が 大きく、概観性が 良い e

言葉 の曖昧性

　特 に大規模な 文轡 の 場合、執筆作業 を分担す るた め に 場所

に よっ て 同 じ対象 に違う言葉遣 い を して しまうこ とが あ る 。

紙文害や ブ ラ ウザ用の 電子文書 で は、こ れ を防ぐ手段は ない

が、リ レーシ ョ ナ ル ・データベ ー
ス 化 して 語句 をい くつ か の

候補の 中 か ら選 ぶ よ うに す れ ば、こ の 問題 を回避 し、言葉の

曖昧性 を防ぐこ とがで きる。

汎用性

　リ レーシ ョ ナ ル ・デ
ー

タベ ー
ス や専朋の ブ ラ ウ ザ を必 要 と

す る電 子 文脅 は、高機能を付加 す る こ とが で きる が ．開 発や

閲覧する 上で 敷居が高い と言える。こ れ に対 し一般的 に よ く

使わ れ て い る ブ ラ ウ ザ で 表示す る こ との で きる電子文轡 や紙

文書は 、開発 や 閲覧す る上 で の 敷居が低 く、 汎用性が 高い と

言 え る e

　以上 7 つ の 特性比較を踏まえる と、電子文欝の 紙文書 に 対

する特徴は表 1 に示す よ うに 整理で きる。

表 1： 電子文書と紙 文書の特性の比 較

電子文轡

ブ ラ ウザ 用 文誉
リ レ

ー
シ ョ ナ ル

データベ ース

紙文誉

動的変化 O × ×

色彩利用 0 × ×

概観性 X O

検索性 X O X

更新性 X ○ ×

言葉の 曖昧性 × ○ X

汎用 性 種類に よ る × O
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　す なわ ち、多彩な 画 面処理 に よ っ て使用 者を読 むべ き文 嗇

へ 誘導する 上 で は、表示内容 の 動的変化 ・色彩利用の 簡便性

とい う面で 優れて い る ブ ラ ウ ザ 用文書 が適 して い る。こ れ に

対 しリ レーシ ョ ナル ・データベ ー
ス は、検索性 ・更新性 ・言

葉の 暖昧性 とい う面で 優れ て おり、 デ
ータの 操作 に 適 して い

る 。 最後に 紙文雷であるが 、 概観性 が優 れ て い る とい う長所

が ある 。 よ っ て こ の 点で 、 ブ ラ ウザ用文書や リ レーシ ョ ナル ・

データベ ース の 欠点を補うこ とがで きる。
こ の ような ブ ラ ウ

ザ 用文轡 ・デ
ー

タベ ー
ス ・紙文書 の そ れ ぞ れ優れ た面 を活か

した 関係 は、図 1 の 様 に表せ る 。

ユ ー ザ

図 1： 紙文書 ・ブ ラ ウザ様文書（ソ
ース フ ァ イ ル）

・

　　　　　　 データ ベ ース の 関係

　紙文書で は 、 情報の 表示’非表示を使用者の ニ ーズ に合わせ

て切 り替える こ とが で きない た め、すべ て の 情 報 を同一文 書

に 詰め 込まざる を得ない 。結果 と して マ ニ ュ ア ル は 分厚い も

の となり、参照性 ・携帯性が低下する。

　こ れに対 し電子文魯で は、フ ロ
ーチ ャ

ー
トな どの 画像や ハ

イパ ー
テ キ ス トを動的 に変化させ る こ と に よ り、 様 々 な情報

を使用者の ニ ーズに 合わせ て 、 その 表示’非表示を切 り変える

こ とが できる 。 結果 と して使用者 は 、 その 立bl　・現場の 状況

に応 じた情 轍 の み を 表示 させ る こ と に よ り、短 時 間で 必 要 事

項の 全体像を把握する こ とが で きる 。 こ の 具体例 と して 、平

成 9 年度に愛知県防災対策室が作成 した避難所運営マ ニ ュ ア

ル を電子マ ニ ュ アル化した 。
こ の 中で 内容の動的変化をど う

利 用 したか を 以下 に示 す e

　メ イ ン ウ ィ ン ドウ に お い て 避難所全体 を画像で 示 した （図

2）。

  は 、従来の あり方で ある 。 つ ま り、紙文轡 を作成 し、そ

れ を使用 者が読 む。  は、画 像 の 作成 とそ れ に伴 う機能の プ

ロ グラ ミ ン グ で ある 。 紙文書をブ ラウ ザで表示す る際 に、使

用者が望む情報 に たど り着 くの を支援する た め の 図 と機能を

作成す る 。 これ に つ い て は 、 3 章で 具体的 に 説明す る 。   は、

紙文轡 の データペ ース 化 で あ る。こ の 作業は テ キ ス トフ ィ ル

タ とい う、文轡変換 プ ロ グ ラ ム に よ っ て に よ っ て 省力化で き

る 。   は、データベ ー
ス 状 の データをブ ラ ウザ用電子文書 に

変換して い る。こ の 作業はテ キ ス トフ ィル タ に よ っ て 自動化

で きる 。 こ れらテ キ ス トフ ィ ル タの 利用に つ い て は 、 4 章で

具体的に 説明す る。  は、データベ ース の 内容をブ ラ ウ ザ を

通 して 直接 ユ
ー

ザ に提示 して い る 。 こ の 方法で は 表現上 の 制

約が大きい が、デ
ータベ ー

ス の 高い 検索性 を利用で きる とい

う畏 所 が あ る e

3 電子マ ニ ュ ア ル の あ り方

　こ こ で は、一
般的なブ ラウ ザ 用電子文書の 特性（動的変化 ・

色彩利用）を活 か し、 さ らに その 欠点で あ る概観性 を紙文書で

補うとい うマ ニ ュ ア ル の あり方を具体的に 提案する 。

3．A 動的変化

図 2： 避難所の 全 体像

　そ の 中の 特定 の 組織をク リ ッ クす る こ と に よ り、その 組織

が関わ る業務が主体 と対象を結ぶ 矢印 で 表示 され る（図 3）e

図 3 ： 矢印で 表示 され た業務
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　業務 の 概要説明は、矢印をク リ ッ クす る こ とに よ り表示 さ

れ る（図 4）e

化して お り、多くの パ ソ コ ン で は 6 万色以上 の 色彩 を利用す

る こ とがで きる。 こ れに より、色彩に富ん だ画像を手軽 に作

成し 、 表示させ るこ とがで きる 。 また文章中にお い て も、特

定 の 単語 や ウ ィ ン ドゥの 背景 に色を付け る こ と に よ り 、 便用

者の 内容把握を助ける こ とがで きる。

　こ こ で 重要 な こ とは、色彩 を単 な る装飾 と して 使 うの で は

な く、使用者の 内容把握を助 け る ため に使 う とい うこ とで あ

る。例 えば道路標識で は、青は 普通 の 標識、黄は 警告標識、
赤は禁止標識と定まっ て お り 、 わ れ われ は標識の 色を見ただ

けで その 意味をあ る程度耙握する こ とが で きる 。 こ の よ うに

色彩 は一
瞬見 た だけで 判別で きるもの で あ り、

こ れ に意味を

付与す る こ と に よ り、使用者が内容を把握する の を助け る こ

とが で きるの で ある 。 こ の 具体例 と して 避難所 マ ニ ュ アル で

は、業務を示す矢印は、表 2 に 示す よ うな その 種類 に よ っ て

別 々 の 色が付けられて い る e こ れ は概要 説明
・詳細説明の 背

景色 に引 き継が れ る 。 説明文中の 単語も、その 意味 に よ っ て

別 々 の 色を付 け た。

図 4： 業務の 概要説明 表 2： 色彩利用

　 こ の 概要 説 明は ハ イバ ーテキ ス トで あ り、 そ の 詳細説明 は 、

説明文中 の 所定の 箇所 を ク リ ッ ク する こ と に よ り別 ウ ィ ン ド

ウ に表示 され る（図 5）。

図 5： 業務 の 詳細 説明

　こ れ らの 機能は 、HTML 拡張言 語で あ る Java　Scriptに よ

り実現されて い る 。

　また、実際に見るた め には パ ソ コ ン 本体がなけれ ば なら な

い もの の 、記憶媒体 は フ ロ ッ ピーや GD・RQM 、
　 MO デ ィ ス

クな ど軽量 ・小型で 、紙文轡 に 比べ て 携帯性 に優 れ て い る 。

3．B 色彩利用

　紙 文 書 で は、コ ス トの 問題 が ある た め に、色彩 に富ん だ 図

を使うこ とは 手軽 な こ と で は な い 。基 本的 に 白地 に 黒 イ ン ク

で印刷す る こ と に な る 。 また、カ ラ
ー

ペ
ー

ジ を入 れ る と して

も特殊な紙 に印刷 し なけ れ ばな らない
、 制作経費の 問題か ら

巻頭に 集め る 、 な どの 制限が ある 。

　 こ れ に 対 し電 子 文 霄 で は、カ ラ
ー

デ ィ ス プ レ イは 既 に
一
般

情 報
組織

搆成
サービ ス

外部

対応
そ の 他

青 緑 赤 紫 黒

3．C 概観性

　見逃され や すい こ とで あるが、電子文轡 に は欠点もある。
そ れ は 概観性の 問題 で あ り、こ の 欠 点を踏 まえ て マ ニ ュ ア ル

の 電子文書化 をす る こ とが 重要で あ る 。

　電 子 文轡 で は 、どの よ う に 工 夫 し て も画 面 の 外 に あ る 情報

を見 る こ とは で きなV   その ような情報を見 る に は、画面を

ス ク ロ ール す る な り表示して い る フ ァ イル を切 り替える なり

の 適切な要求を、コ ン ピュ
ータ に対 して 出さなければ ならな

い 。また、（1）デ ィ ス プ レ イ上 の 文字は 解像 度が あ ら く、 判読

しに くい ，（2｝点 滅 して い て 目が 疲労す （デ ィ ス プ レ イは 1秒
間に 約 60 回描画す る こ とを繰 り返 して 画面 を表示 して い る）、
る（3）視点が上向きで 、 不自然に な る等の 理由で 、長い 文章を

デ ィ ス プ レ イ上で 読もうとして も効率が 良くな い 。

　こ れ に 対 し紙文轡 で は、電子 文書 よ り も大 き な ス ペ ース で

提 示 した り，小 さ な字で 情報 を提示する こ とが で きる 。 また、
画面上で 文字を読 む よ りも紙に 轡 か れ た文字 を読む方が、疲

労も少ない 。 また、読み 進め る過程 で 、読者自身が 印刷 物 に

簡単 に印を記入す る こ とが で きる。

　従 っ て 例 え ば 長 く詳細な 説明文を読まな くて は な らない 際

に は、電子文書の ま まで は 不 便 で あ り、紙 に印 刷 した 方が良

い 。 こ れ と（A）内容の 動的変化 を組 み 合 わせ る と、以 下 の よ

うな電 子 マ ニ a アル の あ り方が 望 ま しい とわ かる 。 すなわ ち、
フ ロ ーチ ャ

ー
トや ハ イパ ーテ キ ス トを経 て 使用者が最終的に

19分 の 立 場 に 応 じた 読 むべ き文誉 に 到 逮 した ら、無 理 に デ ィ

ス プ レ イ上 で そ れ を読 む よ り も、印刷 して 読ん だ 方が よい の

であ る。

　こ の 具体例 と して 避難所 マ ニ ュ ア ル で は 、 詳細説明はすべ

て、ボ タ ン を押 す こ とに よ り印刷する こ とが で きる（図 5）。
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こ の 機能も、Java　S面 pt に よ り実現されて い る 。

　以上 3 つ の 観点か ら躍子マ ニ ュ ア ル の あり方 につ い て 述べ

て きた 。 （A｝様 々 な情報の表示’非表示を使用者の ニ ーズ に合

わせ て切 り替え ら得る よ うに し、 （B）意味づ け され た色彩を

活用 し、（C》文書の概 観性に配慮して畏い 文章は印刷 で きる

よ うにす る こ と に よ っ て、電子文省 と紙文書の 両方の メ リ ッ

トを活か した マ ニ ュ ア ル を作成する こ とがで きるの で あ る。

4 蟹子文書の導入方法

変換前

た だ し、学校の 施 設 管理者は、「学校運営 マ ニ ュ ア

ル1 に沿っ て対応す る 旨を行政担当者、施設管理者、

避難所リーダーに伝え、共同で その 業務を遂行す る 。

変換後

↓

　電子文普を導入す る作業 は、テキ ス トフ ィル タを使用する

こ とに よっ て省力化するこ とがで きる。 こ れは、こ れか ら新

た に 鑑子マ ニ ュ ア ル を作成 す る の で は な くて 、既 に あ るマ ニ

ュ 7 ル を電子 文曾 化 しよ うとす る際 に は、大 きな助 け とな る

もの で ある 。 そこで こ こで は、電子文瞥化されたマ ニ ュ ア ル

を導入す る方法 を提案す る 。 具体的 には、1）普通 の テ キ ス

トフ ァ イル を一
括 して 加工 する テ キ ス トフ ィ ル タ につ い て 説

明 し、 2）こ れ を用い る こ との 効用 を説明 し 、 3）最後に使用

上 の 留意点につ い て説明する。

＜ P＞ ただ し 、 学校の施設管理者は、「＜B》学校運営マ

ニ ュ ア ル ぐ B》 」 に 沿 っ て 対 応す る 旨 を くFONT
COLOR ＝

“

green
“

） 行 政担 当者 く1FON1 ＞ 、
＜FONT

COLOR ＝”greenn＞ 施 設管 理 者gfilONT 》 、＜FONT
COLOR ＝

”

green
”
〉避 難所 リーダー

＜瓜 OM ＞ tこt云え、

共同 でそ の 業務を遂行する。

　この修正 もすべ て 、 プロ グ ラ ム に よ り一括して行っ たもの

であ る 。 これ らの機能 は イ ン タプリ タ言語で ある Perlに よ

り実現 され て い る e

4．2 効用

4．1 テ キ ス トフ ィ ル タ とは

文轡その もの に適切な正規表現を持たせ ，それを処理す る プ

ロ グ ラ ム を組 む こ と に よ り、 長大な文雷 の
一括加工 が 可能 に

な る。こ れ に つ い て今回、具 体的 に行 っ た こ とは以下 の 通 り

で あ る。す な わ ち、愛知県の 作成 した 普通 の テ キ ス トフ 7 イ

ル をも とに、まず整形 プ ロ グ ラ ム を書き、さら に HTML 化

プ ロ グ ラ ム を作成 した 。 これ に よ り200個近い フ ァ イル を一

括 して 生 成する こ とが で きた 。 こ れ らは すべ て ハ イパ ーテ キ

ス トで 、以 下の よ うに リン クの 機能が 埋 め込 まれ て い る。

　現状 で は、電子文替を本格的 に取り入れ た 災害対応マ ニ ュ

ア ル は まだ な く、
こ れ を採用す る にあ た っ て 障害とな る の が

尋入 コ ス トで あ る 。 しか しテ キ ス トフ ィ ル タ を利用する こ と

に よ り、こ の 導入 コ ス トを抑 え る こ とが で きる 。 さ らに マ ニ

ュ ア ル 全体に わた る変更 に つ い て も、プ ロ グ ラム として 記述

可能な もので あれ ば、一
括 して変更す る こ とがで き、更新 コ

ス トを抑える こ とが で きる 。

4．3 留 意点

変換前

3・1。1 行欧 担当者 、 施設管理者、 避難所 リーダー

　　　　　　　　　　　　　　　　　 F 様式 1

変換後

↓

＜ H2 ＞ 3・1・1 行政担当者、施設管理者 、 避難所 リー

ダーぐH2 》

→ 〈AHREF ゴ 様式1．h  1區’〉様式 1ぐA 》

　テ キ ス トフ ィ ル タを使用 する 際、留意 して お くと良い こ と

がい くつ かあ る。 まず 、 基本的に テ キ ス トフ ィ ル タは 一
行を

ひ と まとま りの 単位 と して処理 を行 う。 そ の ため 、一行 に 複

数の 要 素が 混在 して い る ような 文番 や 、逆 に 複数行 に 同要素

が散在 して い る よ うな文沓 を処理 しよ うとす る と、か なり複

雑 な プ ロ グラ ム を雷か な ければ ならなくなる 。

　例えば、今回電子文書化 した 愛知県の 避錐所運営マ ニ ュ ア

ル で は セ ク シ ョ ン
、 サ ブ セ ク シ ョ ン 、参照、説明 文の 4 つ の

要素が 文 轡 中 に 含 ま れ る が、実際 に は 下 の 例の よ うに 必ず し

も
一

行 にひ とつ の 要素が ある よ うに は な っ て い ない 。

変換前

  二 次災害の防止などの ために、様式 5 を用い
、 4・

1・2 の 方法 によ り施設の 安全確認 をす る。

↓

4・2・2避難所運営委員会 F3 ・2・14）、 3．2．2

　　　　　　　　　　　3・3・12）　、　 3・3−2

変換後

＜ P＞  二 次災害の 防止な どの た め に 、
＜A 　HREF ＝”

様式 5．html“〉様式 5〈tA＞ を用 い 、　sA 　HREF ！ 4−1−

2．htrnl”》 4・1・2sfA》 の 方法 に よ の施 設 の 安全確認を

す る 。

　こ れ が以 下 の よ うに なっ て い る と、テ キ ス トフ ィ ル タを ブ

n グ ラ ム す る際に 大幅 にその 労力を減 ら すこ とが で きる 。

避 難所運 営委員会

F3 ・2−14）、　3−2−2、　3．3．12 ）、　3−3。2

　また 、特定 の 単語 や 表現 を、そ の 大きさや 色を変える こ と

に よ り強調した 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 − 246一
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5 ま とめ

本研究で は まず、電子文醤 と紙文書 の 特性 の 違い を比較 し

た 。 その 結果、以 下の よ うなこ とが わ かっ た。

・ブ ラ ウザ 用 の電子文轡は表示内容の動的変化、色彩利用 の

簡便性とい う面 で優れて い る。 さらに、一
般的なブ ラ ウザ

用の 電子文書で あれ ば、汎用性 も優 れて い る 。

・データベ ース は検索性 ・更新性 ・言 葉 の 曖 昧 性 とい う面 で、

優れて い る。
・紙文書は 、 概観性 ・汎用性 とい う面 で優れ て い る。

　よ っ て 、こ れ ら 3 つ の タ イ プの 文魯 の 長所 を活か し、短所

を補い 合うよ うなあ り方が望ま しい と結論で きる 。

　次 に、ブラ ウザ用電子文香 の あ D方を検討 し、具体例 と し

て避難所運営 マ ニ ュ ア ル を電子化 した 。 その 結果 、 以 下の よ

うな こ とが わか っ た 。

・電子文書の 動的変化が可能で ある とい う特性を利用 して 、

使用者のニ ーズ に応 じた椿報を表示させ る こ とが で きる 。

・色彩を利用で きるとい う特性を利用 して、意昧づ け され た

色 を使うこ と に よ り使用者 の 内容把握を助ける こ とがで き

る e

・紙文轡の 慨観性 が 良い とい う特 性 を利 用 して、立場 に応 じ

た最終的な読 むべ き文番 は プ リ ン トア ウ ト して 読む方が よ

い o

　最後に、電子文誉の 導入方法 と して 、 テ キ ス トフ イ ル タを

用 い る 方法を検討 した 。 その 結果 、以下 の よ うな こ とが わ か

っ た。

・テ キス トフ ィ ル タ を使 うこ と に よ り、大量の 文省 を
一
括 し

て 導入す る こ とが で きる。
・こ れ に よ り、導入 コ ス トを抑える こ とが で きる。
・テ キス トフ ィ ル タ を使用 す る際は、一

行に 単
一

の 要素が 含

まれ る よ うに記述する と 、 プ ロ グラ ミ ン グ の 労力を軽減 で

きる 。
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